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北海道の森林を育てるために北海道産の間伐材を利用した紙を使用しています

地球を守る木　みんなの財産国有林地球を守る木　みんなの財産国有林
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北海道森林管理局がコンサートホールに
（関連記事２面）
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　８月４日（月）、北海道森林管理局ウッディ
ーホールにて北海道札幌西高等学校管弦楽団と
の 共 催 で「 サ マ ー・ コ ン サ ー ト in Woody　
Hall」を開催しました。
　これは、同楽団の札幌コンサートホールＫｉｔａｒａ
での定期演奏会を前に地域住民のみなさんを招
いてのコンサートを行ったもので、80名以上
の部員が奏でる、ブラームスの交響曲第２番ニ
長調など、おなじみのクラシック音楽が木々の
香り漂うウッディーホールいっぱいに響き渡る
大迫力の演奏会となりました。
　夏休み中でもあり、コンサートに来た小中学
生は、お姉さんお兄さんの演奏にすっかり魅了
されていました。

　一般市民のみなさんを対象とした「心と体に効く、
森林の不思議体験！」をテーマに６回開催する森林
公開講座を８月20日（水）に開講し、第１回目「北
海道の森林と暮らしの歴史（講談）」を北海道森林
管理局において行いました。
　明治後半から昭和20年代後半にかけての森林と
人々の暮らしがわかる貴重な写真を、講談師の鈴木
仁さんが滑

かつ

舌
ぜつ

良く説明、続いて北海道林業技士会の
西川瀞二さんによる実体験を交えたそれぞれの写真
の詳しい解説が続きました。
　セピア色の写真は、講談でイメージが広がり、さ
らに解説が付き色々なエピソードが登場し、参加者
のみなさんも大変興味深く聞き入っていました。
　また、ウッディーホールでは「北海道の森林と暮
らしの歴史写真展」も同時開催し、多くの方々に写
真を見ていただくことができました。

木々の香り漂う庁舎から木々の香り漂う庁舎から
緑の風を発信中
緑の風を発信中

指導普及課だより

名調子に引き込まれる鈴木さんの講談

公開講座
「北海道の森林と暮らしの歴史」

セピア色の写真を
講談にのせて

セピア色の写真を
講談にのせて

　

昔
の
伐
採
風
景
や
森
林
鉄
道
な

ど
の
珍
し
い
写
真
を
多
数
展
示
し

ま
し
た
。

　

実
体
験
を
交
え
て
、
い
ろ
い
ろ

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
す
る
林
業

技
士
会
の
西
川
さ
ん
。

札幌西高管弦楽団
サマー・コンサート in Woody Hallサマー・コンサート in Woody Hall
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　８月28日（木）、札幌市立山の手南小学校４年生86
名が、北海道森林管理局を訪れました。
　 同 ４ 年 生 は 総 合 学 習「 山 の 手 ウ ォ ー カ ー HOT 
COM.」という活動で、地域の特色を調べ、良さを実
感し伝えていくという学習を進めています。
　今回は、その一環として同校の近くにある「森林管
理局」の仕事を知り、それをきっかけに木や森林の役
割、環境保全について学ぶことが目的です。
　子どもたちは、ウッディーホールに展示されている
エゾマツの年輪板、アオダモのバット、樹齢450年の
オニグルミのコブ材の説明を聞き、元気いっぱいに質
問し、熱心にメモを取っていました。
　また、大会議室ではプロジェクターを使って、北海
道森林管理局の仕事や森林の大切さについての説明も
行い、森林や地球環境についてさらに理解を深めても
らいました。

　８月28日（木）、北海道札幌清田高等学校の理科
部10名が「平成16年の台風による支笏湖周辺風倒
木被害と復興」の取材に訪れました。すでに色々な
ことを調べているとのことで、質問もさすがに高度。
担当者の説明も真剣でした。

　８月４日（月）、札幌市立三角山小学校の６年生
２名が自分の夢の職業に携わっている人々について
調べ、自分の将来と向き合うことを目的にした総合
学習「12歳のハローワーク」の取材に来てくれま
した。私たちの仕事を将来の職業の選択肢に加えて
もらえたらうれしいですね。

山の手南小４年生

たくさんの？を抱えて元気に来局たくさんの？を抱えて元気に来局

　

ア
オ
ダ
モ
の
木
が
バ
ッ
ト
を

作
れ
る
大
き
さ
に
な
る
ま
で
は

長
い
年
月
が
か
か
る
ん
だ
よ
。

だ
か
ら
み
ん
な
で
森
林
を
育
て

て
い
る
ん
だ
よ
。

　

年
輪
を
数
え
た
ら
こ
の
木
が

何
歳
か
分
か
る
ん
だ
。

　

こ
の
木
が
生
ま
れ
た
の
は
お

侍
さ
ん
が
刀
を
振
り
回
し
て
い

た
時
代
だ
よ
。

　

ボ
コ
ボ
コ
し
て
て
お
も
し
ろ

～
い
。

　

見
て
、
触
っ
て
み
て
、
自
然

の
芸
術
を
体
感
！

　

み
な
さ
～
ん
注
目
！
、
こ
の

オ
ニ
グ
ル
ミ
の
コ
ブ
は
、
な
ん

と
四
五
〇
歳
な
ん
で
す
よ
～
！

　

ウ
ッ
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
の
樹
木
標
本
な
ど

を
見
な
が
ら
、
北
海
道
森
林
管
理
局
の
仕

事
を
取
材
し
ま
し
た
。

北海道札幌清田高校 理科部

台風倒木被害と復旧を取材台風倒木被害と復旧を取材

札幌市立三角山小
森林のこともっと知りたい！森林のこともっと知りたい！

　

今
後
の
支
笏
湖
周
辺
の
復
旧
の
方
策

な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
的
か
つ
詳
細
な

質
問
が
出
て
い
ま
し
た
。
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八
月
二
日

（
土
）、「
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
森
づ

く
り
と
森
で
の
活

動
の
集
い
」
を
札

幌
市
の
簾み
す

舞ま
い

国
有

林
で
行
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受

賞
者
の
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ

さ
ん
の
「
も
っ
た
い
な
い
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
の
一
環
と
し
て
の

活
動
で
、
当
日
は
札
幌
市
西
区

子
ど
も
会
、
同
育
成
会
と
保
護

者
の
み
な
さ
ん
五
十
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

植
樹
で
は
ヤ
チ
ダ
モ
の
ポ
ッ

ト
苗
木
百
本
を
植
え
付
け
ま
し

た
。
ま
た
、
隣
接
の
ト
ド
マ
ツ

林
で
は
生
長
の
悪
い
木
な
ど
を

抜
き
伐
り
す
る
「
除
伐
」
作
業

を
体
験
し
、
森
づ
く
り
に
は
継

続
的
な
手
入
れ
が
必
要
な
こ
と

も
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
一
行
は
「
森
の
た

ん
け
ん
」
に
出
発
。
ク
マ
ゲ
ラ

の
食
痕
木
、
森
の
泉
、
倒
木
更

新
な
ど
の
森
の
不
思
議
を
発
見

す
る
た
び
に
、
子
ど
も
た
ち
は

目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
お
楽
し
み
メ

ニ
ュ
ー
、
木
と
木
の
間
に
張
っ

た
ワ
イ
ヤ
ー
を
わ
た
る
空
中
散

歩「
ポ
ス
ト
マ
ン
ズ
ウ
ォ
ー
ク
」

や
木
の
枝
の
輪
切
り
コ
ー
ス
タ

ー
づ
く
り
に
も
挑
戦
し
、
森
で

の
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

　

八
月
九
・
十
日
の
二

日
間
、
北
海
道
森
林
管

理
局
は
札
幌
市
の
ア
ク

セ
ス
サ
ッ
ポ
ロ
で
開
催

さ
れ
た
「
北
の
大
地
の

森
林
づ
く
り
展
」（
北

海
道
主
催
）
に
出
展
し

ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
北
海

道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の

開
催
を
契
機
に
、「
木

を
植
え
る
→
森
を
育
て

る
→
木
を
使
う
」
と
い

う
森
林
資
源
の

循
環
的
な
利
用

に
つ
い
て
、
広

く
道
民
の
み
な

さ
ん
に
発
信
す

る
こ
と
を
目
的

に
開
か
れ
た
も

の
で
す
。

　

当
森
林
管
理

局
の
ブ
ー
ス
で

は
、
知
床
世
界

自
然
遺
産
、
生

物
多
様
性
の
保

全
に
向
け
た
取

り
組
み
及
び
襟

裳
岬
の
緑
化
事

業
や
パ
イ
ロ
ッ

ト
フ
ォ
レ
ス
ト

の
造
成
な
ど
に

つ
い
て
、
パ
ネ

ル
で
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
北

海
道
国
有
林
に

お
け
る
代
表
的

な
取
り
組
み
を
収

録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

配
布
を
行
い
ま
し

た
。

（
企
画
課
）

↓
ち
ょ
っ
と
怖
い
け
ど
、
と
っ
て
も
楽
し
い
空
中
散
歩

↓
こ
の
旗
印
の
下
に
、

　

み
ん
な
集
ま
れ
～
！

↑
ヤ
チ
ダ
モ
の
苗
木
を
百
本

植
え
付
け
ま
し
た
。

森林の中って楽し
い
こと
いっぱい！

簾舞国有林で森林づくりと探検

北の森21運動の会

森林の中って楽し
い
こと
いっぱい！森林の中って楽し

い
こと
いっぱい！

みす　まい

植
えて
植
えて

育
てて
育
てて

使
う
使
う

信
森林資源の
　　循環利用を

発

北の大地の森林づくり展



国有林の自然のすばらしさ、森林官とＧＳＳの思いをミニコミに載せて

知床ウトロ＆礼文島発
　　トレッキング情報発信中！

　網走南部森林管理署 ウトロ森林事務所では、
今年度から羅臼岳登山道に関する情報紙の発行を
始めました。
　きっかけは、登山道巡視の際に得た季節の草花
や素晴らしい景色の情報をより多くの人に紹介し
たいという森林官・グリーンサポートスタッフ（以
下ＧＳＳ）の願いと、知床で活動する他の機関から
「観光客から羅臼岳情報を尋ねられるので、情報
が欲しい」という声があったからです。
　タイトルはＧＳＳの頭文字と掛けて“The Great 
Scene of Shiretoko”とし、羅臼岳（岩尾別ルート）
の登山行程をイメージしやすいようにイラストで
示し、各地点の季節の花や動物などの写真を掲載
しています。また、携帯トイレの持参などの登山
ルールやヒグマ対策などの注意情報も載せていま
す。
　配布は観光客のみなさんに手に取ってもらえる
よう羅臼岳登山口及び知床ボランティア活動施設
などで行っていますが、今後も反応を見ながら、
配布場所を増やしていきたいと考えています。
　創刊したばかりのヨチヨチ歩きの情報紙です
が、観光客の方が思わず手に取るような、発行を
楽しみにしてくださる地元の愛読者がいるような
ものを目指して続けていきたいと思っています。

（越前　ウトロ森林官）

　宗谷森林管理署 礼文森林事務所では、礼文島の
自然の中で日々仕事をしている私たち森林官・ＧＳＳ
が出会った新鮮な自然情報、これはぜひ皆さんに紹
介したいというＧＳＳの思いをカラフルなイラストに
まとめた情報紙「トレッキング情報」を隔週で発行
しています。
　紙面にはトレッキングに際しての注意事項なども
掲載し、フェリーターミナルや自然交流施設「ネイ
チャー礼文」で配布している他、キャンプ場などで
も掲示し、花の浮島礼文を楽しむアイテムの１つと
して沢山のみなさんに手に取って活用いただき、大
変好評です
　今後も、ＧＳＳ ２人の選りすぐり情報を楽しくお伝
えする「トレッキング情報」、併せて平成11年から
続く森林官が作る礼文国有林の月刊ミニコミ紙「礼
文の森から」の発行を通じて礼文ファンを増やして
いきたいと思っています。

　（田島　礼文森林官）

ウトロからの情報発信に張り切る
ウトロ森林官（右）とＧＳＳ

↑鹿の食害から樹木を
守るシカネットを張る
ＧＳＳ

↑月刊「礼文の森から」は、
間もなく通算70号に。

←隔週発行　礼文「トレッキング情報」

←The Great Scene of 
Shiretoko

�

↑
礼
文
島
か
ら
の
情
報
発
信
に
張
り
切
っ
て

い
る
礼
文
森
林
官
（
左
）
と
Ｇ
Ｓ
Ｓ
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国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
は
、

世
界
の
若
者
が
一
緒
に
暮
ら

し
、
地
域
住
民
と
一
緒
に
環

境
・
文
化
保
護
、
福
祉
な
ど
に

取
り
組
む
「
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、
七
飯

町
大
沼
で
は
七
月
二
十
日
〜
十

月
十
一
日
ま
で
の
三
カ
月
に
わ

た
っ
て
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
は
韓
国
、
チ
ェ

コ
、
日
本
の
青
年
達
が

集
ま
り
、
森
林
整
備
、

大
沼
の
水
質
保
全
、
清

掃
作
業
な
ど
を
通
し
て

地
元
の
方
々
と
交
流
し

な
が
ら
、
各
種
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
作
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

国
際
色
豊
か
な
参
加
者

が
同
じ
価
値
観
を
共
有

で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
し
な
が
ら
、
若
者
た

ち
と
一
緒
に
汗
を
流
し

て
、
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

（
梅
田　

自
然
再
生
指

導
官
）

　

八
月
五
日
、
京
都
大
学
食

料
・
環
境
経
済
学
科
二
年
生
八

名
が
、
標
茶
町
と
厚
岸
町
に
ま

た
が
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス

ト
（
以
下
Ｐ
Ｆ
）
の
森
林
造
成

と
標
茶
町
の
雷
別
自
然
再
生
事

業
地
の
森
林
再
生
を
見
学
に
訪

れ
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｆ
で
は
、
造
成
当
時
に
使

わ
れ
た
大
型
造
林
機
械
や
三
十

年
前
の
記
録
映
像
か
ら
、
一
万

㌶
に
も
及
ぶ
森
林

造
成
の
歴
史
や
経

験
を
学
ん
だ
後
、

高
さ
二
十
四
㍍
の

望
楼
か
ら
造
成

五
十
年
後
の
広
大

な
カ
ラ
マ
ツ
林
を

展
望
し
、
造
成
当

時
の
苦
労
を
感
じ

取
っ
て
い
た
だ
け

た
と
思
い
ま
す
。

　

雷
別
自
然
再
生

事
業
地
で
は
、
ト

ド
マ
ツ
壮
齢
林
の

立
枯
れ
跡
地
を
郷

土
樹
種
で
あ
る
ミ
ズ
ナ
ラ
や
ハ

ル
ニ
レ
、
ヤ
チ
ダ
モ
な
ど
の
広

葉
樹
主
体
の
森
林
へ
と
再
生
し

て
い
く
手
法
を
、
Ｐ
Ｆ
の
造
成

と
比
較
し
な
が
ら
学
び
ま
し

た
。

　

関
西
地
方
と
は
少
し
異
な
る

自
然
環
境
で
の
森
林
再
生
を
知

る
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
（
國
井 

自
然
再
生
指
導
官
）

石狩地域

常呂川釧路湿原

駒ヶ岳・大沼

森林環境保全ふれあいセンターは、国有林をフィー
ルドとした自然再生や生物多様性の保全、森林環境
教育などの活動を支援しています。

森林環境保全
ふれあい
センター

森林環境保全
ふれあい
センター

通 信

世
界
の
仲
間
と
大
沼
で
森
林
づ
く
り

世
界
の
仲
間
と
大
沼
で
森
林
づ
く
り

世
界
の
仲
間
と
大
沼
で
森
林
づ
く
り

世
界
の
仲
間
と
大
沼
で
森
林
づ
く
り

国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

駒ヶ岳・大沼森林環境保全
ふれあいセンター

駒ヶ岳・大沼森林環境保全
ふれあいセンター

駒ヶ岳・大沼森林環境保全
ふれあいセンター

広
大
な
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
に
感
嘆

広
大
な
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
に
感
嘆

広
大
な
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
に
感
嘆

広
大
な
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
に
感
嘆

京
大
の
み
な
さ
ん
が
新
旧
の
森
林
再
生
を
学
ぶ

常呂川森林環境保全
ふれあいセンター
釧路湿原森林環境保全
ふれあいセンター
釧路湿原森林環境保全
ふれあいセンター
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今
月
は
野
幌
森
林
公
園
の
台

風
被
害
跡
地
で
進
め
て
い
る

「
森
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
活
動
し
て
い
る
方
々
の
中
で

特
に
ユ
ニ
ー
ク
な
二
団
体
を
紹

介
し
ま
す
。

・
樹
木
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
南
幌
町
）

　

こ
の
団
体
は
地
域
の
子
ど
も

た
ち
を
森
林
づ
く
り
活
動
に
取

り
込
み
、
植
樹
だ
け
で
な
く
調

査
活
動
な
ど
も
通
じ
、
五
感
で

感
じ
る
体
験
活
動
を
進
め
て
い

ま
す
。

・
野
幌
森
ク
ラ
ブ
（
札
幌
市
）

　

野
幌
で
採
種
し
た
種
か
ら
育

て
た
苗
木
に
こ
だ
わ
り
、
自
前

の
ミ
ニ
苗
畑
も
作
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

こ
の
夏
、
ミ
ニ
苗
畑
に
は
、

当
セ
ン
タ
ー
が
春
に
伐
倒
し
た

ニ
セ
ア
カ
シ
ア
を
材
料
と
し

て
、
会
員
の
創
意
工
夫
で
看
板

を
製
作
し
設
置
し
ま
し
た
。

　

野
幌
で
の
団
体
型
森
林
づ
く

り
で
は
、
各
団
体
が
い
ず
れ
劣

ら
ぬ
個
性
的
な
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

団
体
の
方
々
と
は
、
森
づ
く

り
の
方
向
や
管
理
の
あ
り
方
な

ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す
こ

と
も
多
く
、
真
に
開
か
れ
た
国

有
林
へ
向
け
て
、
私
た
ち
職
員

に
と
っ
て
も
大
き
な
刺
激
と
な

っ
て
い
ま
す
。

（
山
本　

自
然
再
生
指
導
官
）

　

七
月
十
五
日(

火)

、
北
海
道

北
見
北
斗
高
等
学
校
一
・
二
学

年
の
希
望
者
二
十
五
名
の
皆
さ

ん
と
、
北
見
市
の
オ
ホ
ー
ツ
ク

の
森
で
、「
体
験
型
森
林
環
境

教
育
」
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、（
独
）
科
学
技
術
振

興
機
構
の
「
サ
イ
エ
ン
ス
・
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」（
学
校
と
大
学
・
科
学

館
等
の
連
携
に

よ
り
、
児
童
生

徒
の
科
学
技
術

な
ど
へ
の
興
味

・
関
心
な
ど
を

育
成
す
る
こ
と

を
目
的
）
の
支

援
で
実
施
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
実
生

の
苗
を
掘
り
取

り
、
慣
れ
な
い

鎌
と
鍬
の
作
業

に
苦
労
し
な
が

ら
地
拵
え
を
行

っ
て
の
植
樹
体
験
、
午
後
か
ら

は
「
古
い
に
し
えの
森
」
遊
歩
道
で
森
林

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
行
い
、
当
セ

ン
タ
ー
職
員
か
ら
森
林
の
働
き

や
森
の
不
思
議
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
活
発
に
質
問
を

し
な
が
ら
メ
モ
を
取
り
、
今
回

の
体
験
活
動
か
ら
多
く
の
こ
と

を
学
ん
だ
よ
う
で
し
た
。

（
国
沢　

自
然
再
生
指
導
官
）

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
活
動
を
展
開
中

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
活
動
を
展
開
中

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
活
動
を
展
開
中

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
活
動
を
展
開
中

野
幌
の
森
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

理
系
へ
の
興
味
育
む

　

サ
イ
エ
ン
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
森
林
へ

理
系
へ
の
興
味
育
む

　

サ
イ
エ
ン
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
森
林
へ

理
系
へ
の
興
味
育
む

　

サ
イ
エ
ン
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
森
林
へ

理
系
へ
の
興
味
育
む

　

サ
イ
エ
ン
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
森
林
へ

北
見
北
斗
高
校
の
み
な
さ
ん

石狩地域森林環境保全
ふれあいセンター
石狩地域森林環境保全
ふれあいセンター
石狩地域森林環境保全
ふれあいセンター

子どもたちと一緒に森林再生状況の調査をする
「樹木コンサルタント」のみなさん

外来種除去のため伐倒したニセアカシアで
看板を作った「野幌森クラブ」のみなさん

常呂川森林環境保全
ふれあいセンター
常呂川森林環境保全
ふれあいセンター
常呂川森林環境保全
ふれあいセンター
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今
月
の
治
山
最
前
線
は
室
蘭

治
山
事
業
所
か
ら
お
届
け
し
ま

す
。

　

後
志
森
林
管
理
署
室
蘭
治
山

事
業
所
で
は
、
主
に
有
珠
山
地

区
・
登
別
温
泉
地
区
で
の
治
山

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

有
珠
山
と
い
え
ば
今
年
の
七

月
七
日
か
ら
九
日
に
か
け
て
、

洞
爺
湖
町
で
開
催
さ
れ
た
北
海

道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
環

境
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
ま
し
た
が
、
有
珠
山
に
お
い

て
も
噴
火
に
よ
り
荒
廃
し
た
山

地
を
回
復
さ
せ
る
べ
く
様
々
な

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

治
山
工
事
は
大
別
す
る
と
渓

間
工
と
山
腹
工
の
二
つ
に
分
け

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

渓
間
工
は
い
わ
ゆ
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ダ
ム
な
ど
で
あ
り
、
ダ

ム
を
配
置
す
る
こ
と
で
渓
床
勾

配
を
緩
和
し
、
土
石
流
の
勢
い

を
緩
め
、
下
流
の
安
全
を
確
保

し
ま
す
。
ま
た
、
浸
食
を
防
止

す
る
こ
と
で
渓
床
の
安
定
を
図

り
、
植
生
侵
入
の
基
盤
を
作
り

ま
す
。
例
と
し
て
写
真
①
が
有

珠
山
大
平
地
区
の
低
ダ
ム
群
工

法
と
い
う
渓
間
工
で
す
。

　

山
腹
工
は
、
木
柵
工
や
土
留

工
、
緑
化
基
礎
工
な
ど
を
組
み

合
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
有

珠
山
で
は
度
重
な
る
噴
火
に
よ

り
厚
く
火
山
灰
が
降
り
積
も

り
、
樹
木
も
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
た
た
め
、
降
雨
に
よ
っ
て

浸
食
さ
れ
や
す
い
状
態
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
等
高

線
状
に
木
柵
工
や
土
留
工
を
配

置
し
、
緑
化
基
礎
工
を
行
う
こ

と
で
浸
食
を
抑
え
、
緑
化
を
促

し
て
い
ま
す
。

　

写
真
②
は
二
〇
〇
〇
年
噴
火

後
の
有
珠
山
小
有
珠
川
地
区
の

様
子
で
す
。
そ
こ
に
山
腹
工
や

渓
間
工
を
行
い
、
二
〇
〇
七
年

に
は
写
真
③
の
よ
う
に
緑
が
蘇

っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
有
珠
山
で
は

様
々
な
治
山
工
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
国
際
交
流
森
林
環
境

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
森
林
く
ら
ぶ
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
、

二
〇
〇
〇
年
噴
火
に
よ
っ
て
壊

滅
的
な
被
害
を
受
け
、
そ
の
後

の
治
山
事
業
に
よ
っ
て
回
復
を

遂
げ
た
金
比
羅
地
区
の
様
子
を

見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

有
珠
山
は
活
発
な
活
火
山
で

あ
り
災
害
も
引
き
起
こ
し
ま
す

が
、
温
泉
や
景
観
な
ど
多
く
の

恵
み
を
地
域
に
与
え
て
く
れ
ま

す
。

　

今
後
も
こ
の
有
珠
山
の
安
全

を
守
り
、
共
存
で
き
る
よ
う
毎

日
の
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

治山工事で緑が蘇った有珠山小有珠川地区

③

②

下流域の安全を図り、緑化を進める有珠山大平地区の低ダム群工法

①

山 最 前 線
噴火・崩壊から緑が蘇った有珠山噴火・崩壊から緑が蘇った有珠山
治

山地の保全・災害復旧などの治山事業を現地で担う
各地の治山事業所からのレポートを紹介します
山地の保全・災害復旧などの治山事業を現地で担う
各地の治山事業所からのレポートを紹介します

有珠山の国有林治山事業有珠山の国有林治山事業

後 志 森 林 管 理 署

室 蘭 治 山 事 業 所

後志森林管理署

室蘭治山事業所
◦室蘭市港南町1丁目18−27
◦電話／0143−22−2876

主任　鈴木　嘉一
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美
し
く
雄
々
し
い
東
大
雪

の
山
々
と
日
高
山
脈
に

抱
か
れ
た
新
得
町
に
あ
る
屈く
っ
た
り足

森
林
事
務
所
に
今
春
赴
任
し
、

早
五
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

現
場
勤
務
は
実
に
十
五
年
ぶ

り
で
、
す
べ
て
が
新
し
い
こ
と

ば
か
り
で
、
新
任
の
森
林
官
の

頃
の
よ
う
に
日
々
勉
強
の
毎
日

で
す
。

屈
足
森
林
事
務
所
の
管
轄

面
積
は
約
六
、二
〇
〇
㌶

で
人
造
湖
「
十
勝
ダ
ム
」
の
背

景
林
と
し
て
人
工
林
と
天
然
林

を
自
然
景
観
の
維
持
の
た
め
に

整
備
し
て
い
ま
す
。

森
林
づ
く
り
の
現
場
で
は
、

春
か
ら
季
節
の
移
り
変

わ
り
を
感
じ
な
が
ら
造
林
な
ど

の
森
林
整
備
事
業
の
監
督
や
検

査
、
間
伐
予
定
地
の
調
査
、
地

況
・
林
況
調
査
な
ど
を
基
幹
作

業
職
員
と
協
力
し
な
が
ら
進
め

て
い
ま
す
。

前
任
地
で
あ
る
釧
路
湿
原

森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
た

子
ど
も
た
ち
と
の
「
出
前
森
林

教
室
」
を
こ
の
地
域
で
も
行
う

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
、
地

元
の
小
学
校
に
出
向
き
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

身
近
に
あ
る
森
林
・
国
有
林

で
の
体
験
を
通
じ
て
、
次
の
世

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
森
林

の
大
切
さ
を
伝
え
て
行
け
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
森
林
事
務
所

と
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
私
事
で
す
が
今

回
初
め
て
の
単
身
赴
任

と
、
一
時
間
の
通
勤
を
体
験
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
健
康
管
理
に
気
を
つ
け

な
が
ら
、
屈
足
森
林
事
務
所
を

今
ま
で
以
上
に
明
る
い
森
林
事

務
所
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

Forester

Forester

Forester

Forester

森林官
リレー
森林官
リレー
森林官
リレー
森林官
リレー

屈足森林事務所のメンバー（本人中央）

屈足森林事務所
●上川郡新得町屈足柏町５
●電話0156-65-2849

明
る
い
森
林
事
務
所
で

　

季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
な
が
ら

　
　

森
林
づ
く
り

首席森林官
齋藤　克則

十勝ダムとその背後に広がる国有林

十勝西部森林管理署
東大雪支署

屈
くったり

足森林事務所

造林地の中を悠々と歩くキタキツネ
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子
ど
も
た
ち
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ

ン
ト
「
夏
休
み
」。

　

空
知
森
林
管
理
署
で
は
今
年

も
夏
の
森
林
で
過
ご
す
特
別
企

画
を
三
本
行
い
、
元
気
い
っ
ぱ

い
の
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
い
思

い
出
を
作
り
ま
し
た
。

パ
ー
ト
１　

木
の
身
体
測
定

　

七
月
三
十
日
（
水
）、
岩
見

沢
郷
土
科
学
館
友
の
会
と
連
携

し
、「
木
の
身
体
測
定
」
を
利

根
別
自
然
休
養
林
で
行
い
十
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
木
の
材
積
を
予
想

し
て
か
ら
、
そ
の
木
を
測
高
器

や
輪
尺
で
実
際
に「
身
体
測
定
」

（
写
真
①
）し
て
材
積
を
算
出
、

予
想
と
の
比
較
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
楽
し
い
ネ
イ
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
（
写
真
②
）
も
行
い
、

参
加
者
は
夏
で
も
涼
し
い
森
の

中
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

パ
ー
ト
２　

少
年
団
キ
ャ
ン
プ

　

八
月
七
日
〜
八
日
に
は
、
岩

見
沢
市
等
と
連
携
し
、「
岩
見

沢
花
と
緑
の
少
年
団
夏
休
み
キ

ャ
ン
プ
」
を
行
い
、
神
恵
内
村

の
神
恵
内
青
少
年
旅
行
村
ま
で

二
十
三
名
の
団
員
と
「
遠
征
」

し
、
共
和
町
の
神
仙
沼
の
散
策

（
写
真
③
）
や
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ

ー
ム
（
写
真
⑤
）
を
楽
し
み
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
こ
の
野

外
ゲ
ー
ム
に
お
腹
が
空
い
た
の

も
忘
れ
る
ほ
ど
熱
中
し
、
夕
食

の
時
間
が
ず
れ
込
む
程
で
し

た
。

パ
ー
ト
３　

森
の
仕
事
体
験

　

八
月
十
二
日
（
火
）
は
、
公

募
で
集
ま
っ
た
岩
見
沢
市
内
の

小
学
生
三
十
四
名
と
「
森
で
の

し
ご
と
（
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
）
体

験
講
座
」
を
利
根
別
自
然
休
養

林
で
行
い
ま
し
た
。

　

笹
で
マ
イ
箸
を
作
り
、
ア
ル

ミ
缶
で
の
炊
飯
体
験
や
笹
の
串

に
食
材
を
刺
し
て
の
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
の
ほ
か
、
笹
茶
を
飲
む
な

ど
、
自
然
の
中
で
の
食
事
（
写

真
④
・
⑥
）
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

食
後
の
運
動
に
は
、「
木
の

身
体
測
定
」(

写
真
⑦
）
と
ネ

イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
（
写
真
⑧
）

で
森
の
中
を
楽
し
く
走
り
回
り

ま
し
た
。

　

元
気
な
小
学
生
の
み
な
さ

ん
、
次
は
冬
休
み
の
イ
ベ
ン
ト

で
会
い
ま
し
ょ
う
！

（
金
澤　

流
域
管
理
調
整
官
）

↑
美
し
い
神
仙
沼
の
自
然
に
み
ん
な
感

動
し
ま
し
た
！

↑いろんな形の木の
種があるんだよ〜↑みんなで作った竹串にグサッ

とお肉にタマネギいろいろ刺し
て、ダイナミックなＢＢＱ！

↓森林官の道具「輪
尺」で木の太さを測
定中。

↑葉っぱじゃんけん「はっぱっぱ！」
　僕の見つけた葉っぱの方がスゴいぞ〜！

↑アルミ缶炊飯。
お〜い、美味しいご飯が炊けた
ぞ！！〜

↑あの大きな木の高
さを測ってみよう！

①

↓森の中に「カモフラージュ」して隠した
ものをみんなで見つけてみよう！

②③

④

⑧

⑦

⑥ ⑤

夏休
みスペシャルイベント夏休
みスペシャルイベント

森林へ
行って遊ぼう！！
森林へ

行って遊ぼう！！
空知森林管理署
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【
石
狩
署
】
七
月
三
十

日
（
水
）、
石
狩
川
開

発
建
設
部
漁
川
ダ
ム
管

理
所
が
主
催
す
る
「
漁

川
ダ
ム
見
学
会
」
に
お

い
て
、
同
ダ
ム
上
流
の

「
三
段
の
滝
」
で
の

自
然
学
習
会
を
担
当

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
恵
庭
市
内

の
小
学
生
ら
九
十
名

の
参
加
が
あ
り
、
山

に
森
林
が
あ
る
こ
と

に
よ
っ
て
雨
が
ど
の

よ
う
に
流
れ
て
い
く

の
か
を
模
型
を
使
っ

て
実
験
し
た
り
、
木

の
種
の
模
型
を
全
員

で
作
っ
て
飛
ば
し
、

そ
の
飛
散
の
し
か
た

を
体
感
す
る
な
ど
し

ま
し
た
。

　

特
に
雨
水
の
実
験

で
は
、
土
だ
け
の
箱

か
ら
は
す
ぐ
に
泥
水

が
流
れ
出
て
き
ま
し

た
が
、
木
の
植
え
ら

れ
た
箱
か
ら
は
ゆ
っ

く
り
と
き
れ
い
な
水

が
浸
み
出
て
き
た
こ

と
に
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は

驚
く
と
共
に
森
林
の
果
た
す
役

割
と
そ
の
大
切
さ
を
改
め
て
実

感
し
て
い
ま
し
た
。

　

（
藤
本　

業
務
第
一
課
長
）

【
上
川
南
部
署
】
七
月
二
十
七

日
〜
二
十
八
日
の
二
日
間
、
南

富
良
野
町
の
か
な
や
ま
湖
に
お

い
て
、
第
三
十
七
回
か
な
や
ま

湖
・
湖
水
祭
り
が
好
天
の
下
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
、
一
万
五
千

人
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
森
林
管
理
署
で
は
、
会
場

に
国
有
林
の
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
空
中
写
真
を
立
体
鏡
で
覗

い
て
、
か
な
や
ま
湖
周
辺
を
鳥

に
な
っ
た
気
分
で
見
て
も
ら
っ

た
り
、
二
十
三
種
類
の
樹
木
標

本
、
高
山
植
物
や
動
物
の
写
真

パ
ネ
ル
の
展
示
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
会
場
で
一
般
参
加
者

を
募
っ
た
「
水
源
地
ツ
ア
ー
」

で
は
、
森
林
・
林
業
に
つ
い
て

の
解
説
や
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
植

樹
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
は

「
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
植
樹

体
験
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ

た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
、
国
有

林
を
守
り
育
て
て
い
る
私
た
ち

の
仕
事
に
も
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
佐
藤　流

域
管
理
調
整
官
）

↑
立
体
空
中
写
真
と
パ
ネ
ル
で
森

林
・
林
業
を
Ｐ
Ｒ

←
水
源
地
ツ
ア
ー
で
は
、
ア
カ
エ

ゾ
マ
ツ
の
植
樹
体
験
も
行
い
好
評

で
し
た
。

　国土交通省及び林野庁は、毎年７月21日から31日までを「森と湖に
親しむ旬間」として定め、国民のみなさんに森林や湖に親しむことによ
り、心と体をリフレッシュしながら、森林やダム等の重要性について理
解していただくことを目的とした様々なＰＲ活動を行っています。

森と湖ふれあ
いさわやか

森と湖に親しむ旬間

↑山に森林の有無で雨水の流れはどう変わるか模型で実
験です。
じょうろで雨を降らすと一目瞭然。
森林のある山からは、きれいな水が湧き出しました。
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【
檜
山
署
】
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ

（Geographic Inform
ation 

System

…
地
理
情
報
シ
ス
テ

ム
）
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
た

森
林
の
地
図
を
ベ
ー
ス
に
属
地

的
デ
ー
タ
（
森
林
資
源
の
情
報

や
森
林
づ
く
り
作
業
の
予
定
・

実
行
結
果
な
ど
）
を
関
連
づ
け

て
、
一
元
的
か
つ
継
続
的
に
管

理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
森
林
の

管
理
経
営
の
効
率
化
や
企
画
立

案
の
支
援
に
資
す
る
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

国
有
林
で
は
地
球
温
暖
化
ガ

ス
の
森
林
吸
収
量
の
報
告
・
検

証
体
制
の
強
化
、
森
林
地
図
や

森
林
調
査
簿
な
ど
を
使
用
す
る

業
務
に
つ
い
て
、
Ｉ

Ｔ
化
に
よ
る
効
率
的

な
支
援
を
図
る
た
め

に
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
日
々
の
森

林
づ
く
り
に
役
立
て

て
い
ま
す
。

　

檜
山
森
林
管
理
署

で
は
八
月
二
十
五
・

二
十
六
の
両
日
、
林

野
庁
森
林
技
術
総
合

研
修
所（
八
王
子
市
）

で
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス

テ
ム
の
研
修
を
修
了

し
た
北
海
道
森
林
管

理
局
函
館
事
務
所
の

職
員
を
講
師
に
、
こ
の
シ
ス
テ

ム
と
携
帯
型
Ｇ
Ｐ
Ｓ
装
置
の
実

践
的
な
活
用
方
法
に
つ
い
て
職

員
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
仮
想
の
林
道
予
定
線

を
設
定
し
、
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
へ
予

定
線
の
位
置
情
報
を
入
力
、
そ

の
位
置
情
報
デ
ー
タ
を
携
帯
Ｇ

Ｐ
Ｓ
に
取
り
込
み
、
更
に
現
地

に
お
い
て
携
帯
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
表
示

や
指
示
に
従
い
な
が
ら
ル
ー
ト

踏
査
と
い
う
一
連
の
作
業
を
実

習
し
、
そ
の
機
能
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
森
林
づ
く
り
の
現

場
で
の
様
々
な
シ
ー
ン
で
の
活

用
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
押
野　

流
域
管
理
調
整
官
）

【
石
狩
署
】
北

海
道
大
学
農
学

部
森
林
科
学
科

と
当
署
が
今
年

二
月
に
締
結
し

た
「
千
歳
国
有

林
森
林
再
生
等

の
調
査
研
究
に

関
す
る
協
定
」

に
基
づ
き
、
同

大
に
よ
る
調
査

活
動
が
千
歳
国

有
林
風
倒
被
害

地
で
始
ま
り
ま

し
た
。

　

調
査
・
研
究
の
テ
ー
マ
は
、

「
風
倒
跡
地
に
お
け
る
風
倒
木

残
置
が
植
生
回
復
に
与
え
る
効

果
」
で
、
自
然
の
プ
ロ
セ
ス
に

よ
る
森
林
再
生
と
従
来
の
施
業

方
法
に
よ
る
森
林
再
生
を
比
較

検
討
す
る
も
の
で
す
。

　

現
地
は
、
風
倒
被
害
直
後
か

ら
調
査
・
研
究
の
場
と
し
て
設

定
し
、
風
倒
木
を
意
識
的
に
残

置
し
て
い
た
個
所
で
、
五
月
上

旬
に
協
定
地
内
に
調
査
プ
ロ
ッ

ト
が
設
定
さ
れ
、
土
壌
水
分
、

土
壌
硬
度
、
地
表
被
覆
物
の
種

類
と
割
合
、
光
環
境
、
風
散
布

種
子
量
、
プ
ロ
ッ
ト
内
の
植

生
調
査
な
ど
が
計
画
的
に
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

風
倒
木
残
置
が
植
生
回
復

に
与
え
る
調
査
・
研
究
は
国

内
に
お
い
て
は
デ
ー
タ
も
少

な
い
と
聞
い
て
お
り
、
調
査

が
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
さ
れ
る

よ
う
協
力
す
る
と
と
も
に
、

逐
次
情
報
交
換
を
し
て
い
く

考
え
で
す
。

（
杉
村　

流
域
管
理
調
整
官
）

千歳国有林

風倒被害地
の

　　　自然
再生を追跡

調査風倒被害地
の

　　　自然
再生を追跡

調査
北大森林科学科

森 林 づ く り に
I T を 活 か す

森林
GIS

ＧＩＳを活用し森林データをパソコン処理

現場でＧＩＳのデータをＧＰＳで検証

自然再生の状況をプロット調査
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各地からの便り各地からの便り

　積丹町と石狩森林管理署は、８月28日（木）、
国有防風保安林管理協定を締結しました。
　本協定は、町営牧野及び町有林等に隣接する当
署管轄の国有防風保安林について、ゴミの不法投
棄等の問題が考えられることから、連携・協働し
て情報交換やパトロール等の維持管理を実施して
いくというものです。
　これは、流域管理アクションプログラム実施メ
ニューの一環として、管内に所在する約1,500㌶
の防風保安林について、所在地域からの多種多様
な要望に対して、自治体や地域の皆様のご協力を
得ながら応えると共に維持管理を行っていくこと
を目指したものです。
　同町とは引き続き、路網を中心として国有林と
民有林が連携した共同施業団地化の森林整備協定
や、漁協等との連携なども視野に入れ、さらなる
連携の強化を図っていきたいと考えています。
　今後も当署では地域の皆様のご理解、ご協力を
得ながら防風保安林の維持管理を進めてまいりま
す。� （杉村　流域管理調整官）

　８月４日（月）、網走中部森林管理署では、Ｎ
ＰＯ法人 自然体験村「虫夢ところ昆虫の家」に
よる自然体験活動「いきいき2008オホーツク自
然体験村」のプログラムで、北見市常呂町吉野の
国有林をフィールドとする森林散策で講師を務め
ました。
　これは、同会が全国から応募のあった小中学生
を対象に、自然の大切さ、自然の本来の姿、自然
環境の大切さ等について様々な体験活動を通して
学んでもらうもので、毎年実施されています。
　９回目となる今年は、７月30日から８月12日
までの13泊14日にわたって行われました。
　当署では、このプログラムの１つである森林散
策を担当し、小中学生26名と一緒に林道等を16
㎞にわたって散策しながら木の種の模型を作った
り、沢の水量測定などを行いました。
　当日は30℃を超す暑さでしたが、リタイアす
ることなく全員が歩き抜きました。
　森林の中での様々な発見・体験を通じて子ども
たちはたくさんのことを学んだようでした。
� （佐藤　流域管理調整官）

調印後に握手を交わす松井積丹町長（右）と
瀬戸口石狩森林管理長

地域と共に保安林を守ります

積丹町と国有防風保安林管理協定

石狩森林管理署

沢の流量調査をする子どもたち

オホーツクの自然の中で

たくさん発見したよ
いきいき2008オホーツク自然体験村

網走中部森林管理署
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▽
九
月
二
十
七
日
（
土
）

　

森
林
の
つ
ど
い
２
０
０
８

　

「
育
樹
祭
」

　
　
　
　
　
　

知
床
・
斜
里
町

▽
十
月
二
〜
三
日
（
木
〜
金
）

　

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
現
地
検
討

会
・
会
議

　

札
幌
市
定
山
渓
国
有
林　

外

▽
十
月
十
七
日
（
金
）

　

第
七
回
生
物
多
様
性
検
討
委

員
会

　
　
　
　
　
　

局　

大
会
議
室

広報「北の森
も り
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発行　北海道森林管理局
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3条7丁目70
　　　ＩＰ電話　050—3160—6274
　　　電　　話　011—622—5231
　　　Ｆ　Ａ　Ｘ　011—622—5235

EVENT
INFORMATION

http://www.hokkaido.kokuyurin.go.jp/kyoku/

　空知森林管理署では、８月30日〜31日の２日
間にわたって盛大に開催された芦別市の「芦別産
業フェスティバル」に「トンカチ広場」で出店し
て祭りを盛り上げました。
　この催しは例年、農業まつりと併せて芦別市北
大通りで行われてきましたが、今年は芦別駅前の
活性化を図るべく会場を駅前通に移して行われま
した。
　当署のトンカチ広場は、トドマツ君、カラマツ
君と銘打った木製キットを組み立てる、子どもた
ちの笑顔と歓声あふれる大人気のコーナーです。
　子どもたちは森林管理署のおじさんたちに手伝
ってもらいながら、トンカチを「トントン！」「カ
ンカン！」と打ち、時にはクギが曲がってしまっ
たりと、いろいろな苦労と紆余曲折？があったよ
うですが、最後には、「できた！」と大きな声で
喜び、１時間もかけて作った力作を達成感ととも
に大事に抱えて帰って行きました。
� （杉尾　森林ふれあい係長）

森林管理署のおじさんたちと

トンカチでいろんな物作ったよ
芦別産業フェスティバル

空知森林管理署

　平成20年度全国労働衛生週間が厚生労働省及び中央
労働災害防止協会の主唱により、９月１日〜30日を準
備期間、10月１日〜７日を本週間として全国一斉に行
われます。
　国有林野事業においては、職員の健康の保持増進と快
適な職場環境づくりに取り組むことを趣旨に、“「どうし
たの？」見逃さないで　悩みのサイン　話せる雰囲気　私
の職場”をスローガンとして衛生管理のより一層の推進
を図ることとしています。
　この週間を契機に、皆さんの職場・家庭などでも健康
管理の保持増進や心の健康づくりの積極的な取り組みを
進めていきましょう。� （職員厚生課）

快適な職場づくりにむけて
健康増進

快適な職場づくりにむけて
国有林野事業労働衛生週間

国
産
材
使
っ
て
減
ら
そ
う
Ｃ
Ｏ
２

十
月
は
、

　

「
木
づ
か
い
推
進
月
間
」

国
産
材
を
使
い
ま
し
ょ
う
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